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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被加熱物を搬送しながら熱気および蒸気の少なくともいずれか一方を利用して連続的に
加熱調理する連続式コンビオーブンであって、
　一側面部に横長略矩形状の入口側開口が形成され、他側面部に横長略矩形状の出口側開
口が形成され、内側に加熱室が形成されたオーブン本体と、
　縦断面形状が横長略矩形状をなす筒状部材にて構成され、調理前の被加熱物の入口であ
る先端面開口を有し、前記オーブン本体の前記入口側開口の周縁部から一側方に向って突
出した先端面開口状で略四角筒状の筒状入口部と、
　縦断面形状が横長略矩形状をなす筒状部材にて構成され、調理済の被加熱物の出口であ
る先端面開口を有し、前記オーブン本体の前記出口側開口の周縁部から他側方に向って突
出した先端面開口状で略四角筒状の筒状出口部と、
　前記筒状入口部の上方に配置され、前記筒状入口部の前記先端面開口からの余剰蒸気を
受け入れ、この受け入れた余剰蒸気を排気する入口側煙突付排気フードと、
　前記筒状出口部の上方に配置され、前記筒状出口部の前記先端面開口からの余剰蒸気を
受け入れ、この受け入れた余剰蒸気を排気する出口側煙突付排気フードと、
　前記加熱室に熱気を供給する熱気供給手段と、
　前記加熱室に蒸気を供給する蒸気供給手段とを備え、
　前記入口側煙突付排気フードは、
　前記筒状入口部を覆うように配設されたフード本体部と、
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　このフード本体部に形成され前記筒状入口部の前記先端面開口と離間対向した開口と、
　前記フード本体部から上方に向って突出した排気煙突部とを有し、
　前記出口側煙突付排気フードは、
　前記筒状出口部を覆うように配設されたフード本体部と、
　このフード本体部に形成され前記筒状出口部の前記先端面開口と離間対向した開口と、
　前記フード本体部から上方に向って突出した排気煙突部とを有する
　ことを特徴とする連続式コンビオーブン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被加熱物を連続的に加熱調理する連続式コンビオーブンに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば前面部、後面部、左右の側面部、上面部および下面部を有し内側に加熱室
が形成された略箱状のオーブン本体と、オーブン本体の一側面部に形成された入口と、オ
ーブン本体の他側面部に形成された出口と、被加熱物を入口から加熱室を経て出口へと搬
送する搬送手段であるネットコンベヤとを備えた連続式オーブンが知られている（例えば
、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平１１－５６６４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記連続式オーブンでは、熱気と蒸気を利用して被加熱物の加熱調理を
行っているものがあるが、蒸気を利用して被加熱物を蒸し調理する場合において、このよ
うな装置では、オーブン本体の加熱室内全体に蒸気を充満させようとしても蒸気が入口お
よび出口から容易に逃げてしまうため、加熱室内に温度差が生じ、その結果、適切な蒸し
調理ができないものであった。
【０００４】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、適切な蒸し調理ができる連続式コンビ
オーブンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の連続式コンビオーブンは、被加熱物を搬送しながら熱気および蒸気の少
なくともいずれか一方を利用して連続的に加熱調理する連続式コンビオーブンであって、
一側面部に横長略矩形状の入口側開口が形成され、他側面部に横長略矩形状の出口側開口
が形成され、内側に加熱室が形成されたオーブン本体と、縦断面形状が横長略矩形状をな
す筒状部材にて構成され、調理前の被加熱物の入口である先端面開口を有し、前記オーブ
ン本体の前記入口側開口の周縁部から一側方に向って突出した先端面開口状で略四角筒状
の筒状入口部と、縦断面形状が横長略矩形状をなす筒状部材にて構成され、調理済の被加
熱物の出口である先端面開口を有し、前記オーブン本体の前記出口側開口の周縁部から他
側方に向って突出した先端面開口状で略四角筒状の筒状出口部と、前記筒状入口部の上方
に配置され、前記筒状入口部の前記先端面開口からの余剰蒸気を受け入れ、この受け入れ
た余剰蒸気を排気する入口側煙突付排気フードと、前記筒状出口部の上方に配置され、前
記筒状出口部の前記先端面開口からの余剰蒸気を受け入れ、この受け入れた余剰蒸気を排
気する出口側煙突付排気フードと、前記加熱室に熱気を供給する熱気供給手段と、前記加
熱室に蒸気を供給する蒸気供給手段とを備え、前記入口側煙突付排気フードは、前記筒状
入口部を覆うように配設されたフード本体部と、このフード本体部に形成され前記筒状入
口部の前記先端面開口と離間対向した開口と、前記フード本体部から上方に向って突出し
た排気煙突部とを有し、前記出口側煙突付排気フードは、前記筒状出口部を覆うように配
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設されたフード本体部と、このフード本体部に形成され前記筒状出口部の前記先端面開口
と離間対向した開口と、前記フード本体部から上方に向って突出した排気煙突部とを有す
るものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の連続式コンビオーブンによれば、オーブン本体の加熱室の蒸気が加熱室外に逃
げにくいため、加熱室内全体の温度を略一定に維持することができ、適切な蒸し調理がで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の連続式コンビオーブンの一実施の形態を図面を参照して説明する。
【０００８】
　図１ないし図６において、１は連続式コンビオーブンで、この連続式コンビオーブン１
は、被加熱物（食品）Ｗをトレイ（容器）Ｔに載せた状態で搬送方向（図示Ｘ方向）に搬
送しながら連続的に加熱調理する調理装置である。
【０００９】
　なお、連続式コンビオーブン１は、熱気のみによる加熱調理、蒸気のみによる加熱調理
、および熱気・蒸気の両方による加熱調理を選択的に行うものである。
【００１０】
　連続式コンビオーブン１は、前面部３、後面部４、左右の側面部５，６、上面部７およ
び下面部８を有する外形略直方体状で略箱状のオーブン本体10を備えている。
【００１１】
　オーブン本体10の内側には、加熱室11および燃焼室12が形成され、加熱室11と燃焼室12
とを仕切るように間に熱気供給路13が配設され、この熱気供給路13の上方および下方に加
熱室11と燃焼室12とが連通する間隙を有している。
【００１２】
　オーブン本体10の一側面部（図１では、右側の側面部）５には、横長略矩形状の入口側
開口15が形成されている。そして、オーブン本体10の入口側開口15の周縁部からは、搬送
方向視の縦断面形状が横長略矩形状をなす筒状部材16にて構成された先端面開口状で略四
角筒状の筒状入口部（入口トンネル）17が一側方（図１では右側方）に向って突出してい
る。筒状入口部17の先端面開口18が調理前の被加熱物Ｗの入口となっている。筒状入口部
17の内部空間19は、入口側開口15を介して加熱室11に連通している。
【００１３】
　なお、筒状入口部17の先端面開口18の開口寸法は、トレイＴの大きさに対応した寸法で
、被加熱物ＷをトレイＴに載せたまま通過させることができる最小限の大きさとなってい
る。
【００１４】
　オーブン本体10の他側面部（図１では、左側の側面部）には、横長略矩形状の出口側開
口25が形成されている。そして、オーブン本体10の出口側開口25の周縁部からは、筒状入
口部17と同様、搬送方向視の縦断面形状が横長略矩形状をなす筒状部材26にて構成された
先端面開口状で略四角筒状の筒状出口部（出口トンネル）27が他側方（図１では左側方）
に向って突出している。筒状出口部27の先端面開口28が調理済の被加熱物Ｗの出口となっ
ている。筒状出口部27の内部空間29は、出口側開口25を介して加熱室11に連通している。
【００１５】
　なお、筒状出口部27の先端面開口28の開口寸法は、トレイＴの大きさに対応した寸法で
、被加熱物ＷをトレイＴに載せたまま通過させることができる最小限の大きさとなってい
る。また、オーブン本体10の前面部３および後面部４のそれぞれの一部は開閉扉となって
いる（図６参照）。
【００１６】
　また、連続式コンビオーブン１は、筒状入口部17の先端面開口（入口）18から流出して
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上方に流動する余剰蒸気をフード本体部31で受け入れ、この受け入れた余剰蒸気を排気煙
突部32から上方に排気する入口側煙突付排気フード33を備えている。
【００１７】
　入口側煙突付排気フード33は、フード本体部31および排気煙突部32のみにて構成された
もので、筒状入口部17の上方に配置されている。
【００１８】
　このフード本体部31は、筒状入口部17の略全体を覆うように配設されている。フード本
体部31は、図４に示されるように、互いに離間対向した対向板35を有し、両対向板35の水
平状の上縁部相互は、オーブン本体10の上面部７と略同一面状に位置する天板36にて連結
されている。両対向板35の傾斜状の縁部相互は傾斜板37にて連結されている。両対向板35
の垂直状の縁部相互は垂直板38にて連結されている。垂直板38には、筒状入口部17の先端
面開口18と搬送方向に離間対向した横長略矩形状の開口40が切欠状に形成されている。一
方、排気煙突部32は、略四角筒状のもので、フード本体部31の天板36から上方に向って垂
直状に突出しており、この排気煙突部32の内部空間41はフード本体部31の内部空間42に連
通している。
【００１９】
　また同様に、連続式コンビオーブン１は、筒状出口部27の先端面開口（出口）28から流
出して上方に流動する余剰蒸気をフード本体部51で受け入れ、この受け入れた余剰蒸気を
排気煙突部52から上方に排気する出口側煙突付排気フード53を備えている。
【００２０】
　出口側煙突付排気フード53は、フード本体部51および排気煙突部52のみにて構成された
もので、筒状出口部27の上方に配置されている。
【００２１】
　このフード本体部51は、筒状出口部27の略全体を覆うように配設されている。そして、
このフード本体部51も、前記図４に示すフード本体部31と同様、互いに離間対向した対向
板55を有し、両対向板55の水平状の上縁部相互は、オーブン本体10の上面部７と略同一面
状に位置する天板56にて連結されている。両対向板55の傾斜状の縁部相互は傾斜板57にて
連結されている。両対向板55の垂直状の縁部相互は垂直板58にて連結されている。垂直板
58には、筒状出口部27の先端面開口28と搬送方向に離間対向した横長略矩形状の開口60が
切欠状に形成されている。一方、排気煙突部52は、略四角筒状のもので、フード本体部51
の天板56から上方に向って垂直状に突出しており、この排気煙突部52の内部空間61はフー
ド本体部51の内部空間62に連通している。
【００２２】
　さらに、連続式コンビオーブン１は、オーブン本体10の加熱室11に熱気を供給する熱気
供給手段65と、オーブン本体10の加熱室11に蒸気を供給する蒸気供給手段66とを備えてい
る。
【００２３】
　熱気供給手段65は、熱気供給路13とこの熱気供給路13に連通し加熱室11の上側および下
側にそれぞれ位置する熱気噴出孔付きの熱気案内体68を有するとともに、ファン69、ファ
ン用モータ70およびセラミックバーナ71等を有している。なお、熱気は、ファン69の駆動
により加熱室11および燃焼室12を循環するようになっている（図２および図３で熱気の流
れを示す）。
【００２４】
　一方、蒸気供給手段66は、加熱室11の下側に位置する蒸気噴出孔付きの蒸気パイプ72、
およびこの蒸気パイプ72に接続された蒸気供給管73等を有している。
【００２５】
　また、連続式コンビオーブン１は、被加熱物ＷをトレイＴに載せた状態でオーブン本体
10を横切るように搬送方向に搬送する搬送手段（コンベヤ）76を備えている。
【００２６】
　搬送手段76は、被加熱物Ｗが入口側煙突付排気フード33の垂直板38の開口40、筒状入口
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部17の先端面開口18、筒状入口部17の内部空間19、入口側開口15、加熱室11、出口側開口
25、筒状出口部27の先端面開口28、筒状出口部27の内部空間29、および出口側煙突付排気
フード53の垂直板58の開口60を順次通過するように、所定方向に回転しながら被加熱物Ｗ
を搬送方向に搬送する搬送用無端体77を有している。
【００２７】
　そして、搬送用無端体77は複数の回転体78に掛け渡されており、往路面部77aはオーブ
ン本体10内および各トンネル17，27内に配設され、復路面部77bはオーブン本体10の下方
に配設されている。また、搬送用無端体77は、駆動モータ79からの動力で所定方向に回転
可能となっている。
【００２８】
　なお、連続式コンビオーブン１は、熱気供給手段65、蒸気供給手段66および搬送手段76
等を制御する制御手段80を備えている。
【００２９】
　次に、上記一実施の形態の作用等を説明する。
【００３０】
　連続式コンビオーブン１を用いて、例えば蒸気を利用して被加熱物Ｗを開放状態で加熱
調理する場合、調理用の蒸気が、蒸気パイプ72の蒸気噴出孔から加熱室11に供給され、加
熱室11に充満する。
【００３１】
　そして、この加熱室11に充満した蒸気の熱によって、トレイＴ上の被加熱物Ｗが加熱調
理される。
【００３２】
　この蒸気利用による調理時において、蒸気の一部つまり余剰蒸気は、図１に示すように
、筒状入口部17の先端面開口18から流出し、入口側煙突付排気フード33内（フード本体部
31の内部空間42および排気煙突部32の内部空間41）を通過し、その入口側煙突付排気フー
ド33の排気煙突部32の上面開口から排気として排出されるとともに、筒状出口部27の先端
面開口28から流出し、出口側煙突付排気フード53内（フード本体部51の内部空間62および
排気煙突部52の内部空間61）を通り、その出口側煙突付排気フード53の排気煙突部52の上
面開口から排気として排出される。
【００３３】
　この蒸気の流出は、入口側開口15に筒状入口部17、また出口側開口25に筒状出口部27を
それぞれ突出させていることで、内部空間19，29では抵抗が生じており、筒状入口部17お
よび筒状出口部27がない時と比べ、その流出は抑えられている。さらに、トンネル状をな
す筒状入口部17および筒状出口部27が存在し、これら筒状入口部17および筒状出口部27が
いずれも被加熱物ＷをトレイＴとともに通過可能な最小限の大きさとなっていること等か
ら、先端面開口（入口）18および先端面開口（出口）28からの蒸気の流出には抵抗がかか
り、その流出量は制限される。
【００３４】
　その結果、加熱室11の蒸気は加熱室11外に必要量以上に多く逃げてしまうようなことが
なく、加熱室11の温度は室内全体にわたって略一定に維持され、開放状態での均一な蒸し
調理が適切に行われる。
【００３５】
　また蒸気利用による調理時には、入口側煙突付排気フード33のフード本体部31内に入っ
た余剰蒸気の熱によって筒状入口部17が保温されるとともに、出口側煙突付排気フード53
のフード本体部51内に入った余剰蒸気の熱によって筒状出口部27が保温され、加熱室11の
温度の安定化が図られる。
【００３６】
　なお、図１中、矢印で示すように、フード本体部31，51の天板36，56から突出している
排気煙突部32，52の上昇ドラフト効果により、フード本体部31，51内が負圧となり、周囲
空気（外部の空気）が、排気フード33，53の開口40，60からフード本体部31，51内に入り
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【００３７】
　このとき、排気フード33，53の開口40，60は、筒状入口部17および筒状出口部27の先端
面開口18，28から離れているとともに、外部と隣接していることから、抵抗の生じない周
囲空気が多くフード本体部31，51内に入り込むようになっている。
【００３８】
　このように連続式コンビオーブン１によれば、蒸気を利用して被加熱物Ｗを加熱調理す
る場合において、オーブン本体10の加熱室11内に必要な蒸気が加熱室11外に逃げにくいた
め、加熱室11内に必要な蒸気の流出を抑制でき、よって、加熱室11の温度を室内全体にわ
たって略一定に維持でき、適切な蒸し調理ができる。
【００３９】
　また、筒状入口部17および筒状出口部27を覆うようにフード本体部31，51を配設し、そ
のフード本体部31，51に排気煙突部32，52を突出して、先端面開口18，28から流出する余
剰蒸気をフード本体部31，51内を通過させていることから、被加熱物Ｗの出入れ時に目の
前で蒸気が立ち上がることなく安全に作業をすることができる。
【００４０】
　また、各排気フード33，53のフード本体部31，51内に入った蒸気の熱にて、筒状入口部
17および筒状出口部27、つまり各トンネル17，27をそれぞれ保温できるため、加熱室11の
温度の安定化を図ることができる。
【００４１】
　なお、各トンネル17，27の効果の確認のために、トンネルありのコンビオーブン（本発
明）とトンネルなしのコンビオーブン（従来技術）とを使用して異なる２点での庫内温度
（スチームモードでの加熱室11内の温度）を測定するとともに、トンネルありのコンビオ
ーブンを使用してシューマイを加熱調理してみた。この結果を次の表１および表２に示す
。
【００４２】
【表１】

【００４３】
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【表２】

【００４４】
　この結果から明らかなように、トンネルありのコンビオーブンでは、加熱室11の温度を
室内全体にわたって略一定にでき、シューマイを問題なく蒸すことができた。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の連続式コンビオーブンの一実施の形態の正面視断面図である。
【図２】同上連続式コンビオーブンの平面視断面図である。
【図３】同上連続式コンビオーブンの側面視断面図である。
【図４】同上連続式コンビオーブンの要部斜視図である。
【図５】同上連続式コンビオーブンの正面図である。
【図６】同上連続式コンビオーブンの平面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　連続式コンビオーブン
　５　　一側面部
　６　　他側面部
　10　　オーブン本体
　11　　加熱室
　15　　入口側開口
　16，26　　筒状部材
　17　　筒状入口部（入口トンネル）
　18，28　　先端面開口
　25　　出口側開口
　27　　筒状出口部（出口トンネル）
　31，51　　フード本体部
　32，52　　排気煙突部
　33　　入口側煙突付排気フード
　40，60　　開口
　53　　出口側煙突付排気フード
　65　　熱気供給手段
　66　　蒸気供給手段
　Ｗ　　被加熱物
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【図３】
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【図５】

【図６】
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